
おんのすけ
（キャラクター）

0 歳から入場ＯＫ！ 親子のためのクラシック・コンサート

午前・午後の部ともに 0 歳から入場可。
公演時間は 90 分程度
託児サービスあり・要予約

◎お問合せ　（公財）北九州市芸術文化振興財団 音楽事業課　受付時間 9:00～18:00（土･日･祝日を除く）
　　　　　     TEL.093-663-6661  〒805-0062 北九州市八幡東区平野１丁目１－１ 響ホール内　http://www.kicpac-music.jp/
主催：（公財）北九州市芸術文化振興財団　　共催：北九州市、北九州市教育委員会　　後援：ＮＨＫ北九州放送局、北九州音楽協会

土8.292015
午前の部 11:00 開演（10:30 開場）
午後の部 15:00 開演（14:30 開場）

北九州市立響ホール
北九州市八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内  TEL.093-662-4010

●入場料【全席指定】
おとな 2,000 円　こども（0 歳～小学生） 1,000 円（当日各 500 円増）
※小さなお子さまも 1 名につき 1 枚のチケットが必要です。

奥村 愛
（ヴァイオリン
＆プロデュース）©Wataru Nisida

前田 尚徳
（ヴァイオリン）

山田 那央
（ヴィオラ）

奥村 景
（チェロ）

小林 洋二郎
（パーカッション）

プログラム
♬クラシック名曲メドレー
　～愛の喜び・愛の悲しみ（クライスラー）
　エリーゼのために（ベートーヴェン）
　アラベスク（ブルグミュラー）
　楽興の時（シューベルト）
♬チャールダーシュ（モンティ）
♬楽器紹介コーナ―！
♬みんなで歌おう！参加コーナー　 他小柳 美奈子

（ピアノ）
© 土居政則

今年の夏はファミリーで
コンサートデビュー！

当コンサートは小さなお子さまと、そのご家族に楽しんでいただく事を目的としております。その為コンサート中、小さなお子さまの泣き声やホール内への出入りなどが予想されます。
ご来場の際は以上の事にご理解いただきます様、お願い申し上げます。　　♪ おむつ替え、授乳スペースがあります。　♪ ベビーカー預かり所があります。

チケット
好評発売中!!
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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2015響シリーズ第3弾
キッズのためのはじめての音楽会
奥村愛[ヴァイオリン] ほか　0歳から入場できる親子のためのコンサート

29㈯
11:00 おとな ￥2000

こども（0歳～小学生）  ￥1000
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）666115:00 ※当日各￥500増　※全席指定

西南女学院高等学校音楽部OG会 サマーコンサート 30㈰ 13:30 無　料 西南女学院高等学校音楽部OG会
093（642）5780【完戸】※対象：小学生以上　※要整理券

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

柿右衛門と鍋島
日本各地へ、そして世界へ進出した柿右衛門と鍋島の魅力を紹介。 6/26㈮～9/13㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）670013:00
１
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『手描友禅　児玉正子と仲間たち』 5㈬～10㈪ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※10㈪は16：00まで

『門司港レトロ　JAZZストリート』 16㈰ 14:00
15:30 無　料

『レトロの画家　加生幸彦　水彩画展』 20㈭～26㈬ 無　料
※26㈬は15：00まで

『海の日中学生絵画展』 16㈰～30㈰ 無　料

２
階

１
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 1㈯ 18:30

門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第47回定期演奏会
門司少年少女合唱団 23㈰ 15:00 ￥500 門司少年少女合唱団

093（436）3232【中山】大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『宮本裕子ジャズライブ』 9㈰ 18:00 無　料

『マンスリーシアター』
上映作品：「土と兵隊」　1939年日活　原作：火野葦平　監督：田坂具隆 23㈰ 14:00 無　料

『海峡寄席』
「噺の会じゅげむ小倉出張所」による落語や漫談をお楽しみください。 30㈰ 14:00 無　料

２
階

１
階

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ソプラノ　コンサート
中島桃子、広瀬美香 １㈯ 14:00～

15:00
￥500

（コーヒー・菓子付） 北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649

※対象：小学生以上　

女と男の落語寄席
粗忽家酔書、粗忽家直角、楽笑亭小きぬ 22㈯ 13:30～

15:30
￥500

（茶菓子付）
※対象：小学生以上　

音
楽
室

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司港駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始     

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

北九州市東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

わっしょい百万夏まつり「こども夢ステージ」 1㈯ 13:00 無　料 わっしょい百万夏まつり振興会事務局
093（541）5472

第66回西日本華道芸術大学講座 30㈰ 12:30 ￥800
※当日￥200増

西日本華道連盟事務局
092（711）5491

北九州文化サロン・ジュピター　サマーコンサート 2㈰ 14:30 一般（小学生以上） ￥500 実行委員会　藤本秀明
090（1178）8959

三島裕子バレエスクール　20周年記念発表会 16㈰ 15:00 ￥1000 三島裕子バレエスクール
093（331）3683

北九州市民劇場特別例会　「夏の雲は忘れない」 17㈪
14:00 会　費

※市民劇場会員でない方は
　お問合せください

北九州市民劇場
093（541）007518:30

マクベス　～One-Man MACBETH～
佐々木蔵之介がシェイクスピアの四大悲劇に挑む！大胆かつ革新的な心理劇

28㈮ 19:00 一般 ￥7500
ユース（24歳以下） ￥3500
高校生〔的〕チケット ￥1500

北九州芸術劇場
093（562）265529㈯ 14:00/19:00

30㈰ 15:00 ※対象：小学生以上

池端克章CDリリース記念コンサート

お問合せ
ください

8㈯ 19:00 ￥3500 オフィスラファエロ
093（967）3852

リトミック・ピアノ発表会 9㈰ 13:30 無　料 菊池昌子
093（964）4361

第6回 湧き上がる音楽祭 in 北九州／独創企画演奏会 19:00
一般 ￥2500

学生（大学生以下） ￥1500
※対象：小学生以上　※全席自由
※当日各￥500増

11㈫ 北九州国際音楽祭市民企画委員会
事務局

080（2732）2532【蒲ヶ原】
第6回 湧き上がる音楽祭 in 北九州／独創企画演奏会 14:00

一般 ￥2000
学生（高校生以下） ￥1500
※全席自由　※当日各￥500増

16㈰

女性の眼と句で綴る演劇 「花、盛ル。」 
自意識と闘い続ける演劇女子を描く、俳句を巡るナルシズムファンタジー。

29㈯ 14:00/18:00 一般 ￥2200
学生 ￥1000 北九州芸術劇場

093（562）265530㈰ 14:00 ※対象：小学生以上

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第4回 ゆきえの絵と植村マサトと波の三人展　えがおのちから展　写真・その他　 5㈬～11㈫ 無　料 ゆきえの絵と植村マサトと波
090（1366）2330

photoclub NUDO写真展「10colors」　写真 12㈬～18㈫ 無　料 photoclub NUDO

第15回 竹間会書作展　書道 19㈬～25㈫ 無　料 竹間会
093（921）0577

古布アートデザイン展　手芸 8/26㈬～9/1㈫ 無　料 古布アートデザイン

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピティナ･ピアノ･コンペティション 本選 1㈯～
3㈪

10:30
（予定）

一般 ￥1000
学生 ￥0500

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【河嶋】

第6回 湧き上がる音楽祭 in 北九州／コンチェルト演奏会 8㈯～
9㈰ 15:00 ￥1500 北九州国際音楽祭市民企画委員会

事務局
080（2732）2532【蒲ヶ原】※対象：小学生以上　※全席自由

2015 I music Arts Scene　宮田真夕子×ジョイントリサイタル
ピアノ ジョイント リサイタル
宮田真夕子[ピアノ] ほか　ショパン：バラード第1番op.23 ほか

10㈪ 13:00 ￥1000 国際音楽芸術協会
080（3989）4862【斎藤】

※全席自由
2015北九州国際音楽祭 特別プログラム
まるっとEnjoy！響ホールで夏休み《音楽のひみつ》関連プログラム
まろさん（篠崎史紀氏）が教える『ヴァイオリンが上手くなるひみつ大公開！』

13㈭ 14:00
無　料 北九州国際音楽祭実行委員会事務局

093（663）6567※対象：小学生以上　※事前申込不要
※会場：リハーサル室

2015北九州国際音楽祭 特別プログラム
まるっとEnjoy！響ホールで夏休み《音楽のひみつ》
篠崎史紀　田中香織　津野田圭 ほか

15㈯ 14:00 無　料 北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※申込終了

第34回 福岡県高等学校音楽コンクール 19㈬～
20㈭

無　料 福岡県高等学校芸術･文化連盟
宗像高等学校

0940（36）2019【三好】※対象：小学生以上　※全席自由

ヴェルデ音楽コンクール 21㈮ 10:00 無　料 ヴェルデ音楽コンクール実行委員会
080（1728）7122【山下】

北九州市少年少女合唱団 サマーコンサート2015
北九州市少年少女合唱団 幼稚園･保育園から高校生まで約100名の団員 22㈯ 15:00 無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661※全席自由

北九州市リコーダーアンサンブルコンテスト 24㈪ 10:00 無　料
北九州市中学校文化連盟

木屋瀬中学校
093（617）1049【亀井】

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2015.August

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

月



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2015響シリーズ第3弾
キッズのためのはじめての音楽会
奥村愛[ヴァイオリン] ほか　0歳から入場できる親子のためのコンサート

29㈯
11:00 おとな ￥2000

こども（0歳～小学生）  ￥1000
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）666115:00 ※当日各￥500増　※全席指定

西南女学院高等学校音楽部OG会 サマーコンサート 30㈰ 13:30 無　料 西南女学院高等学校音楽部OG会
093（642）5780【完戸】※対象：小学生以上　※要整理券

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

柿右衛門と鍋島
日本各地へ、そして世界へ進出した柿右衛門と鍋島の魅力を紹介。 6/26㈮～9/13㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）670013:00
１
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『手描友禅　児玉正子と仲間たち』 5㈬～10㈪ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※10㈪は16：00まで

『門司港レトロ　JAZZストリート』 16㈰ 14:00
15:30 無　料

『レトロの画家　加生幸彦　水彩画展』 20㈭～26㈬ 無　料
※26㈬は15：00まで

『海の日中学生絵画展』 16㈰～30㈰ 無　料

２
階

１
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 1㈯ 18:30

門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第47回定期演奏会
門司少年少女合唱団 23㈰ 15:00 ￥500 門司少年少女合唱団

093（436）3232【中山】大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『宮本裕子ジャズライブ』 9㈰ 18:00 無　料

『マンスリーシアター』
上映作品：「土と兵隊」　1939年日活　原作：火野葦平　監督：田坂具隆 23㈰ 14:00 無　料

『海峡寄席』
「噺の会じゅげむ小倉出張所」による落語や漫談をお楽しみください。 30㈰ 14:00 無　料

２
階

１
階

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ソプラノ　コンサート
中島桃子、広瀬美香 １㈯ 14:00～

15:00
￥500

（コーヒー・菓子付） 北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649

※対象：小学生以上　

女と男の落語寄席
粗忽家酔書、粗忽家直角、楽笑亭小きぬ 22㈯ 13:30～

15:30
￥500

（茶菓子付）
※対象：小学生以上　

音
楽
室

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司港駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始     

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

北九州市東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「ボクとガク」 （2010年北九州市人権啓発アニメーション） 9㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「哀愁」（1940年　アメリカ）
主演：ビビアン・リー 15㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「蝉しぐれ」（2005年）
出演：市川染五郎、木村佳乃　ほか 22㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ヤマハ　ピアノ・エレクトーン発表会
ピアノ・エレクトーン個人発表会

8㈯ 11:00

無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342

9㈰ 10:30
23㈰ 11:0029㈯
30㈰ 10:30

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ナショナル ジオグラフィック展 ―写真で伝える地球の素顔―
歴史的発見と地球の真実を伝えるナショナル ジオグラフィック誌掲載写真約200点展示 7/18㈯～8/30㈰

一般 ￥1000　高校生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売り及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『ピーターラビットのおはなし』 ―ビアトリクス・ポターの世界―
大人気のピーターラビットの展覧会。絵手紙や初版本、有名作家による人形など展示します。 7/18㈯～9/6㈰

　大人 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505絵本のよみきかせ会
ピーターラビットをはじめとした絵本のよみきかせ会。

5㈬ ①10:30
～11:30

②14:30
～15:30

無　料

25㈫ ※展覧会鑑賞の場合は別途観覧料が必要
※申込不要

企
画
展
示
室

ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」 8/1㈯～12/23㈬㈷
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

夢とロマンを求めて　清水新也　油絵展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

マリノ・コルンブリ　畑田眞夫　二人展 12㈬～18㈫ 無　料

世界遺産・屋久島の原生林と日本の四季を描く　平岡浩　油彩画展 19㈬～25㈫ 無　料

ゲゲゲの鬼太郎と妖怪たち　水木しげる版画展 8/26㈬～9/1㈫ 無　料

～神聖な風景～　三宮一将　油彩画展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

彩季会　革の作品展 12㈬～18㈫ 無　料

夏の絵画お宝市 19㈬～25㈫ 無　料

幽玄の美　牛茂展 8/26㈬～9/1㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。

開催中～
H28.3/27㈰

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

第4回日本のお城写真展
日本全国のお城の写真を展示します。 7/3㈮～8/31㈪ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城　盆踊り
昭和初期に開催されていた小倉城盆踊りを復活。どなたでも参加できます。 15㈯ 18:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

天
守
閣
前

広
場

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障

会場

会場

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル　「3びきのこぶた・金のがちょう」 2㈰ 11:00 ￥1300 劇団　銀河鉄道
03（5684）3320※当日￥200増　※全席指定　

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：イラストレーター　黒田 征太郎 8㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

JIN　AKANISHI　LIVE　TOUR　2015　～Me～ 9㈰ 17:30 ￥8000 北九州ソレイユホール
093（592）5405※対象：3歳以上　※全席指定

福岡県立小倉高等学校吹奏楽部　第23回定期演奏会 12㈬ 18:30
一般 ￥1000
学生 ￥0500 福岡県立小倉高等学校吹奏楽部

093（592）3901
※全席自由

HIROMI　GO　CONCERT　TOUR　2015 18㈫ 18:30 ￥7500 ㈱鈴木企画
092（285）4864

神﨑バレエスタジオ　リサイタル
※全席指定

22㈯ 17:00 ￥3500 神﨑バレエスタジオ
093（961）1387※全席自由

北九州市ジュニアオーケストラ　第33回定期演奏会 23㈰ 15:00 ￥800 北九州市ジュニアオーケストラ事務局
093（583）5282※当日￥200増　※全席自由

東筑紫学園高等学校吹奏楽部　第24回定期演奏会 24㈪ 18:30 ￥500 東筑紫学園高等学校吹奏楽部
093（571）0488※全席自由

第60回　九州吹奏楽コンクール 29㈯ 14:00 ￥1500 九州吹奏楽連盟
092（481）825130㈰ 10:00 ※全席自由

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

荒井良二　スキマの国の美術館
絵本作家・イラストレータ－荒井良二の原画・イラスト作品展 7/18㈯～8/31㈪

一般 ￥600　中高生 ￥300
小学生 ￥150

〔常設展セット券〕　一般￥800
中高生￥400　小学生￥200

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

荒井良二展関連イベント「絵本よみきかせ」
荒井良二展開催にあたり、絵本のよみきかせ会を開催。

5㈬
①13:00
②15:00

無　料
企画展入場料が必要12㈬

19㈬
26㈬

※対象：小学生以下　 
※要事前申込（定員各先着20名）

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

豆本ワークショップ「豆本で少女漫画を描いてみよう♪」
見本を見ながらコツを学び、プチストーリー漫画を描き、手のひらサイズの本を作成。 8㈯

13:00 ￥300
常設展入場料が必要

15:00 ※要事前申込（定員各先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

9㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要15㈯

漫画スクール
テーマ：プロの漫画家の道具を使って描いてみよう

13㈭

14㈮
13:00～

16:00
無　料

常設展入場料が必要
 

※自由参加（定員各先着26名）
地
下
１
階

「シティーハンター」誕生30周年記念「神谷明アニメトークショー」
アニメ「シティーハンター」冴羽獠役の声優 神谷明を迎えてトークイベントを開催。 22㈯ 14:00～

16:00

無　料
※漫画ミュージアム入場券、年間パスポート、または23㈰ギラヴァンツ北九州
VS.水戸ホーリーホックのチケット、シーズンパスのいずれかの提示が必要 
※要事前申込（定員先着150名）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

じごく と ごくらく　～回忌ってなあに？～
日本人の死生観と憧れの極楽浄土の様子を紹介します。 7/4㈯～9/2㈬

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

ギャラリートーク
当館学芸員による展示解説です。 8㈯ 14:00

無　料
入館料が必要

※対象：小学生以上

コドモなジゴクワークショップ「ジゴクのサタはキミしだい！」
どんなことをしたらジゴク行き、ゴクラク行きになるのか描いてみよう！ 1㈯ 13:00

￥500
（入館料込）

※対象：小学生以上

オトナな地獄鑑賞ツアー「地獄八景亡者戯」
落語「地獄八景亡者戯」　噺家：川崎亭好朝 2㈰ 13:00

￥1000
（入館料込）

※対象：中学生以上　 
※要申込（定員先着30名）

企
画
展
示
室

研
修
室

和
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団　あらかると　演劇公演
夏子と時計台～「生きる」バトン～　戦後70年に際して平和のありかたを考える 9㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152
児
童
劇
場

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2015.August

北九州市漫画ミュージアム小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台　

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

□休
□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（夏休み期間は～20:00、入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、ただし夏休み期間は無休

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「ボクとガク」 （2010年北九州市人権啓発アニメーション） 9㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「哀愁」（1940年　アメリカ）
主演：ビビアン・リー 15㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「蝉しぐれ」（2005年）
出演：市川染五郎、木村佳乃　ほか 22㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ヤマハ　ピアノ・エレクトーン発表会
ピアノ・エレクトーン個人発表会

8㈯ 11:00

無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342

9㈰ 10:30
23㈰ 11:0029㈯
30㈰ 10:30

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ナショナル ジオグラフィック展 ―写真で伝える地球の素顔―
歴史的発見と地球の真実を伝えるナショナル ジオグラフィック誌掲載写真約200点展示 7/18㈯～8/30㈰

一般 ￥1000　高校生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売り及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『ピーターラビットのおはなし』 ―ビアトリクス・ポターの世界―
大人気のピーターラビットの展覧会。絵手紙や初版本、有名作家による人形など展示します。 7/18㈯～9/6㈰

　大人 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505絵本のよみきかせ会
ピーターラビットをはじめとした絵本のよみきかせ会。

5㈬ ①10:30
～11:30

②14:30
～15:30

無　料

25㈫ ※展覧会鑑賞の場合は別途観覧料が必要
※申込不要

企
画
展
示
室

ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」 8/1㈯～12/23㈬㈷
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

夢とロマンを求めて　清水新也　油絵展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

マリノ・コルンブリ　畑田眞夫　二人展 12㈬～18㈫ 無　料

世界遺産・屋久島の原生林と日本の四季を描く　平岡浩　油彩画展 19㈬～25㈫ 無　料

ゲゲゲの鬼太郎と妖怪たち　水木しげる版画展 8/26㈬～9/1㈫ 無　料

～神聖な風景～　三宮一将　油彩画展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

彩季会　革の作品展 12㈬～18㈫ 無　料

夏の絵画お宝市 19㈬～25㈫ 無　料

幽玄の美　牛茂展 8/26㈬～9/1㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。

開催中～
H28.3/27㈰

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

第4回日本のお城写真展
日本全国のお城の写真を展示します。 7/3㈮～8/31㈪ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城　盆踊り
昭和初期に開催されていた小倉城盆踊りを復活。どなたでも参加できます。 15㈯ 18:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

天
守
閣
前

広
場

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障



イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
ジョーン・ジョナス展
風／ダンテを読むⅡ 7/13㈪～8/14㈮ 無　料

建築ワークショップ公開レクチャー
①構造デザイナー　金田　充弘氏／②建築史家　五十嵐　太郎氏

①29㈯ 13:30～
15:30

②31㈪ 16:00～
18:00

無　料

※要事前申込

現代美術センターCCA北九州
093(663)1615

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡県立八幡高等学校吹奏楽部　第29回　定期演奏会 11㈫ 18:00 ￥400
（前売・当日共）

福岡県立八幡高等学校吹奏楽部
093(651)0035【中村】

NHKお笑いオンステージ in 北九州
漫才、コント、演芸などのお笑いステージショー 23㈰ 13:30 無　料 ㈱ジェイコムカスタマーセンター

0120(999)000※要事前申込

入木展
小学生から一般までの書、約1300点を展示

7/31㈮
～8/2㈰

10:00～
17:00

無　料 書教育振興会
093(921)1354【有元】※2㈰は16：00まで

第38回　書真書道展
幼稚園から一般までの書、約400点を展示

16㈰～
22㈯

10:00～
17:30

無　料 書真書道会
093(472)4371【今渡】※16㈰は14：00から、22㈯は16：30まで

大
ホ
ー
ル
美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子どもの館夏休み特別展「～五感でキャッチ！～まさか!?の錯覚展 」
五感（みる・きく・かぐ・ふれる・あじわう）を使って楽しめる錯覚展です。 7/18㈯～8/31㈪ 無　料

北九州市立子どもの館
093（642）5555

わらべの日　杉山兄弟のシャボン玉ショー
子どもから大人まで夢中になれるシャボン玉ショーです。 9㈰

13:00 無　料
15:00 ※1日フリーパス券または3ヶ月会員パスが必要

※定員各回250名（整理券配布）

映画鑑賞会
親子で楽しめる童話やアニメ映画を上映します。

13㈭ 13：00～
15：00 無　料14㈮

館
内
子
ど
も
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第59回企画展「漫画で楽しむ昔道具」展
漫画ミュージアムとの連携企画。昔の農機具を展示、体験等を行います。

7/18㈯～9/6㈰
大人 ￥200

高校生 ￥100
小中生 ￥050 長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149こやのせたなばたまつり
人形劇や星座観測、そうめん流し等を行います。 8㈯ 13:00 無　料

企
画
展
示
室
こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

逆瀬川京子　ガラスの世界 4㈫～9㈰ 無　料

093（643）5268
絵画と工芸展 11㈫～16㈰ 無　料

米倉斉加年　憂気世絵展 18㈫～23㈰ 無　料

MUSIC　BOX　FAIR　2015　オルゴールの世界展 25㈫～30㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 30㈰ 12:30

10:00

無　料 080（6444）1740【上野】

旅する絵本カーニバル in 黒崎 1㈯ 無　料 北九州市教育委員会
093（582）23852㈰

第７回　笑っちゃらん会 in 北九州 8㈯ 13:00 ￥500 笑っちゃらん会

美穂バイオリン教室発表会 9㈰ 13:30 無　料 美穂バイオリン教室

第18回夏の風マリンバコンサート 23㈰ 14:00 ￥500 マリンバフォルテジュニアズ
090（1928）8262

090（8411）8655

第３回研究発表会 29㈯ 13:30 無　料 吉武加寿子スタンダートバレエスクール
093（381）1765

第43回知啓会サマーコンサート 30㈰ 13:30 無　料
NPO法人邦楽指導者ネットワーク21

北九州支部　知啓会
093（641）5587【東島】

子ども文化ふれあいフェスタ 25㈫～
27㈭ 10:30 無　料 黒崎ひびしんホール

093（621）4566※対象：3歳以上　※要申込（往復はがき）

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎井筒屋 □休
□所

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

現代美術センター CCA 北九州八幡
東 □休

□所　八幡東区尾倉2-6-1-3F　　093(663)1615　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　「八幡駅」徒歩8分　　年末年始

□℡ □時

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第5回朗読と音楽の平和コンサート 9㈰ 14:00
一般 ￥600

小中高生 ￥300 読み聞かせボランティア「おとぎぞうし」
093（961）3420【戸次（べっき）】

※当日券枚数限定

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松鉄人　JAZZ　19 30㈰ 14:00 大人 ￥3000
高校生以下 ￥1000

若松鉄人JAZZ・
若松で音楽を聴く会事務局

093(751)9508

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展「八幡鐵ものがたり」
官営八幡製鐵所の創世記を地域の歴史と合わせて紐解く企画展です。 7/4㈯～12/20㈰

大人 ￥300
高大生 ￥100 北九州イノベーションギャラリー

093(663)5411※対象：小学生以上　※中学生以下無料

夏のファミリーイベント
親子向けの映画放映、北九州の歴史に関する紙芝居、かんたん工作体験など開催。 7/18㈯～8/31㈪ 無　料

※対象：小学生以上　※一部有料

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

館
内

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ちょっとおしゃれな手作り展
ポーセラーツ・シルエットアート他　100点　特別展示品あり 25㈫～31㈪ 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130※最終日は17:00まで

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「スペイン 奇跡の恐竜たち」
スペインから日本初公開の実物化石を多数展示 開催中～9/23㈬㈷

大人 ￥900　高大生 ￥600
小中生 ￥400

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要 
※常設展とのセット券・前売券あり

歴史講演会「古事記と日本書紀について」
講師：福岡教育大学 名誉教授　亀井 輝一郎氏 8㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

夏の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
夜の博物館を体験しよう！！ 照明を落とした館内で、特別展などを観覧 28㈮ 18:30

大人 ￥720　高大生 ￥480
小中生 ￥320

※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

バスハイク　ジオ・ツアー「チャレンジ洞窟探検、平尾台バスツアー」
平尾台の観光洞窟3つを巡りながら、平尾台の自然を満喫 30㈰ 9:00

大人 ￥2600　高校生 ￥2000
中学生 ￥1800　小学生 ￥1450
※対象：小学生以上 
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ロボットフェア
科学館のロボットに触れたり、学生が製作したロボットの展示実演見学など 9㈰ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093(671)4566星の観望の夕べ

プラネタリウム観覧後、夏の星空を望遠鏡で観察します。

①8㈯ 19:30～
21:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

②22㈯ 19:00～
20:30

※中学生以下は保護者の参加が必要
※先着150名、①7/25㈯電話受付開始
　②8/8㈯電話受付開始

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会
議
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州ランチャーズ・ライブ～懐かしいサウンドが今よみがえる～
60年代の懐かしいヒット曲を中心とした生演奏 22㈯ 16:00

無　料
（茶菓代￥400）

北九州市立西部勤労婦人センター
（レディスやはた）

093(661)1122※要申込

能
舞
台

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2015.August

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土日祝日月・夏休み期間17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日、夏休み期間は休館なし　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　 110台（共用）　

□℡ □時若松

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　 093(661)1122　　 9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　　月曜日、祝日、年末年始

□℡ □時八幡
東

障

障

障



イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
ジョーン・ジョナス展
風／ダンテを読むⅡ 7/13㈪～8/14㈮ 無　料

建築ワークショップ公開レクチャー
①構造デザイナー　金田　充弘氏／②建築史家　五十嵐　太郎氏

①29㈯ 13:30～
15:30

②31㈪ 16:00～
18:00

無　料

※要事前申込

現代美術センターCCA北九州
093(663)1615

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡県立八幡高等学校吹奏楽部　第29回　定期演奏会 11㈫ 18:00 ￥400
（前売・当日共）

福岡県立八幡高等学校吹奏楽部
093(651)0035【中村】

NHKお笑いオンステージ in 北九州
漫才、コント、演芸などのお笑いステージショー 23㈰ 13:30 無　料 ㈱ジェイコムカスタマーセンター

0120(999)000※要事前申込

入木展
小学生から一般までの書、約1300点を展示

7/31㈮
～8/2㈰

10:00～
17:00

無　料 書教育振興会
093(921)1354【有元】※2㈰は16：00まで

第38回　書真書道展
幼稚園から一般までの書、約400点を展示

16㈰～
22㈯

10:00～
17:30

無　料 書真書道会
093(472)4371【今渡】※16㈰は14：00から、22㈯は16：30まで

大
ホ
ー
ル
美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子どもの館夏休み特別展「～五感でキャッチ！～まさか!?の錯覚展 」
五感（みる・きく・かぐ・ふれる・あじわう）を使って楽しめる錯覚展です。 7/18㈯～8/31㈪ 無　料

北九州市立子どもの館
093（642）5555

わらべの日　杉山兄弟のシャボン玉ショー
子どもから大人まで夢中になれるシャボン玉ショーです。 9㈰

13:00 無　料
15:00 ※1日フリーパス券または3ヶ月会員パスが必要

※定員各回250名（整理券配布）

映画鑑賞会
親子で楽しめる童話やアニメ映画を上映します。

13㈭ 13：00～
15：00 無　料14㈮

館
内
子
ど
も
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第59回企画展「漫画で楽しむ昔道具」展
漫画ミュージアムとの連携企画。昔の農機具を展示、体験等を行います。

7/18㈯～9/6㈰
大人 ￥200

高校生 ￥100
小中生 ￥050 長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149こやのせたなばたまつり
人形劇や星座観測、そうめん流し等を行います。 8㈯ 13:00 無　料

企
画
展
示
室
こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

逆瀬川京子　ガラスの世界 4㈫～9㈰ 無　料

093（643）5268
絵画と工芸展 11㈫～16㈰ 無　料

米倉斉加年　憂気世絵展 18㈫～23㈰ 無　料

MUSIC　BOX　FAIR　2015　オルゴールの世界展 25㈫～30㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 30㈰ 12:30

10:00

無　料 080（6444）1740【上野】

旅する絵本カーニバル in 黒崎 1㈯ 無　料 北九州市教育委員会
093（582）23852㈰

第７回　笑っちゃらん会 in 北九州 8㈯ 13:00 ￥500 笑っちゃらん会

美穂バイオリン教室発表会 9㈰ 13:30 無　料 美穂バイオリン教室

第18回夏の風マリンバコンサート 23㈰ 14:00 ￥500 マリンバフォルテジュニアズ
090（1928）8262

090（8411）8655

第３回研究発表会 29㈯ 13:30 無　料 吉武加寿子スタンダートバレエスクール
093（381）1765

第43回知啓会サマーコンサート 30㈰ 13:30 無　料
NPO法人邦楽指導者ネットワーク21

北九州支部　知啓会
093（641）5587【東島】

子ども文化ふれあいフェスタ 25㈫～
27㈭ 10:30 無　料 黒崎ひびしんホール

093（621）4566※対象：3歳以上　※要申込（往復はがき）

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎井筒屋 □休
□所

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

現代美術センター CCA 北九州八幡
東 □休

□所　八幡東区尾倉2-6-1-3F　　093(663)1615　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　「八幡駅」徒歩8分　　年末年始

□℡ □時

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西
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■
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
】
９
月
20

日
（
日
）
午
前
11
時
開
演
、
ウ
ェ
ル

と
ば
た
２
階
交
流
広
場
（
戸
畑
区
汐

井
町
）
。
市
民
参
加
に
よ
る
オ
ー
プ

ン
ス
テ
ー
ジ
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
腕

自
慢
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
勝
負
、
街

か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
10
周
年
記
念
ゲ
ス

ト
演
奏
な
ど
。

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
】
９
月
13

日（
日
）午
後
４
時
開
演
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
八
幡
東
ひ
ま
わ
り
の
広
場
（
八

幡
東
区
東
田
）。地
元
で
活
躍
す
る
プ

ロ
が
登
場
。
演
奏
は
ブ
リ
ラ
ン
テ
・

サ
ク
ソ
ホ
ン
。
曲
目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
「
軍
隊
行
進
曲
」、メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン「
結
婚
行
進
曲
」な
ど
。
10
月
11

日
（
日
）
正
午
と
午
後
３
時
開
演
、

小
倉
井
筒
屋
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（
小
倉

北
区
船
場
町
）
。
演
奏
は
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
「
未
完
成
交
響
曲
」
な
ど
。

※

各
日
各
公
演
と
も
入
場
料
、
無
料
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会 

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
芥
川
賞
受
賞
作
家
　楊
逸
講
演
会

９
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
開
場
、

同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

２
０
０
７
年
『
ワ
ン
ち
ゃ
ん
』
で
文

学
界
新
人
賞
を
受
賞
。
08
年
に
は
日

本
語
以
外
の
言
語
を
母
語
と
す
る
作

家
と
し
て
初
め
て
『
時
が
滲
む
朝
』

で
芥
川
賞
（
第
１
３
９
回
）
を
受
賞
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
１
０
０
０
円
。

聞
き
手
は
郷
土
史
家
の
菊
池
満
。
ま

た
、
同
１
時
30
分
か
ら
二
胡
奏
者
の

帯
金
真
理
子
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
フ
レ
ア
ー
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

９
月
11
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）
。
躍
動
の
ロ
マ
音
楽

と
魂
の
旋
律
、
フ
レ
ア
ー
ク
・
グ
ロ

ー
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
Ａ
席
６
０
０
０
円
、
Ｂ
席

５
５
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ―

Ｏ
Ｎ
北
九
州

０
９
３
（
８
８
４
）
１
８
３
３

■
三
響
の
調
和

９
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
出
演
は
、

フ
ル
ー
ト
榎
本
裕
子
、
チ
ェ
ロ
関
原

弘
二
、
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
早
川

恵
美
。
今
回
は
響
ホ
ー
ル
に
３
人
で

出
演
す
る
ぜ
い
た
く
な
企
画
。
全
席

自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
５
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０

円
増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

三
響
の
調
和
実
行
委
員
会

０
８
０
（
２
６
９
７
）
２
８
７
４

　
昔
の
生
徒
に
会
い
ま
し
た
。
10
年

ぶ
り
で
し
た
が
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、

お
母
様
と
共
に
「
先
生
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
る
の
で
す
。
当
時
は
ご

く
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
感
謝
し
て

も
い
な
か
っ
た
け
ど
、
引
っ
越
し
て

先
生
と
離
れ
て
、
初
め
て
そ
の
こ
と

が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
何
も
感
謝
さ
れ
る

よ
う
な
特
別
な
こ
と
は
し
て
な
い
つ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

昨年コンサートの様子

『フレアーク・グローバルオーケストラ』チラシ『三響の調和』チラシ

も
り
で
す
が
、
そ
ん
な
う
れ
し
い
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
「
そ
れ
が
当
た

り
前
、
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
生
徒

さ
ん
に
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
、

ち
ゃ
ん
と
言
わ
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
」

と
も
。

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

の
指
導
者
井
村
雅
代
さ
ん
が
、
指
揮

者
の
広
上
淳
一
さ
ん
と
の
テ
レ
ビ
対

談
で
、
「
今
の
子
ど
も
は
恩
を
着
せ

な
い
と
ダ
メ
。
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し

い
指
導
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
か
そ

れ
を
分
か
ら
せ
な
き
ゃ
。
当
た
り
前

と
思
う
と
逆
に
成
長
し
な
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
に
富
む
話
で
す
。

恩
を
着
せ
て
感
謝
さ
れ
る
な
ん
て
照

れ
く
さ
く
て
で
き
ま
せ
ん
が
、
〝
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〞
と
い
う
言

葉
を
頂
く
か
わ
り
に
、
こ
う
し
て
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
は
め
っ
た
に
得
ら
れ

な
い
ほ
ど
〝
有
り
難
い
〞
こ
と
な
の

だ
、
そ
し
て
、
あ
な
た
を
大
事
に
育

て
て
い
る
、
そ
の
た
め
に
手
を
尽
く

し
て
頑
張
っ
て
い
る
、
そ
う
伝
え
る
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
に
自
分
も
努
力
す

る
。
う
ん
、
そ
れ
な
ら
私
に
も
で
き

る
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

感
謝
と
い
う
頂
き
物

ヤ
ン
イ
ー

に
じ

お
び
か
ね

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第10回北九州地区高等学校書道教員展
書

10㈪～
16㈰

10:00～
17:00

無　料 北九州地区高等学校書道教員展実行委員会
090（8357）1296【本田】※10㈪は12:00から、最終日は16:00まで

第39回子ども絵画コンクール北九州支社展覧会
児童画など

22㈯～
23㈰

11:00～
16:00

無　料 住友生命保険相互会社北九州支社
093（531）2883【中鳥】※最終日は16:00まで

二元会九州支部展
洋画・日本画・パステルなど

25㈫～
30㈰

9:00～
18:00

無　料 二元会九州支部
090（1926）9205【長柄】※25㈫は13:00から、最終日は16:00まで

ＡＬＩＣＥ～お急ぎウサギを追いかけて～
日本画・彫刻・書・写真・イラスト

17㈪～
20㈭

9:30～
18:30

無　料 ＡＬＩＣＥ
090（9791）6435【山本】※17㈪は13:00から、最終日は17:00まで

北九書の祭典50回記念事業展
書

4㈫～
9㈰

9:00～
19:00

無　料 北九書の祭典運営委員会
093（761）0049【和田】※最終日は17:00まで

タヴォロッツェクラブ展
洋画

8/31㈪
～9/6㈰

9:30～
18:00

無　料 タヴォロッツェクラブ
093（641）1310【齋藤】※31㈪は11:00から、最終日は16:00まで

展
示
室
全

展
示
室
１

展
示
室
２

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州市中学校美術部合同展
洋画・工芸など 4㈫～9㈰ 無　料 北九州市中学校文化連盟

093（451）1005【砂田】※最終日は17:00まで

第67回西日書展（一般部）
書 11㈫～16㈰ 無　料 西日本書道院

093（381）2426【神】※最終日は16:00まで

平成27年度高文連北九州地区高等学校美術工芸展
洋画・日本画・彫刻・工芸など 18㈫～23㈰ 無　料 高文連美術・工芸専門部会北九州支部

090（8911）1038【小寺】※最終日は16:30まで

日米作家国際交流展2015 in Kyushu
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真 25㈫～30㈰ 無　料 日米作家国際交流展実行委員会

090（3798）0502【狩野】※最終日は17:00まで

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

グループ「萌」 第23回演奏会
北九州市出身の演奏家による声楽、ピアノソロ・連弾。ブラームス作曲　ピアノ・ソナタ第3番　他 11㈫ 19:00 ￥2000 グループ「萌」

090（9658）2792【河辺】
ミュージカル　コドモのシゴト
コレがぼくらの、理想の未来だ！ 23㈰ 13:00 ￥2000 劇団パワーキッズ

092（716）318316:30 ※当日￥500増

ＴＨＥ　ＯＮＥ　ＮＩＧＨＴ　ＳＨＯＷ 29㈯ 19:00 ￥2000 ＡＢＢＥＹ　ＲＯＡＤ
093（645）0588

ｂｒｉｏピアノ発表会 1㈯ 13:30 無　料 ｂｒｉｏ【髙口】

第27回「未来ッ子」発表会 2㈰ 13:00 無　料 ピアノ演奏グループ「未来」
093（981）4157【安永】

こども・いのち・へいわコンサート
絵本朗読、キッズダンス、合唱など盛りだくさんの楽しいコンサートです。 16㈰ 14:00 戸畑で『ぞうれっしゃ』をうたおう実行委員会

093（881）4974【西】

 第6回 湧き上がる音楽祭 in 北九州／室内楽演奏会
21㈮ 19:00

￥1000 北九州国際音楽祭市民企画委員会
事務局

080（2732）2532【蒲ヶ原】
22㈯ 15:00
23㈰ 14:00/18:00 ※対象：小学生以上　※全席自由　

北九州ピアニストグループ　定期演奏会 24㈪ 18:30 ￥2000 北九州ピアニストグループ
093（931）5945【和田】

ピアノのつどい 30㈰ 13:30 無　料 川村あづさ
093（645）0333

23㈰ 10:00 無　料 ウェルとばた総合案内
093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

北九州市社会福祉協議会創設50周年記念
ウェルとばた夏まつり
ダンスと音楽とバザーが楽しめるイベントです。

一般 ￥1000
中高生・障害者 ￥0500

小学生以下無料

※７月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります

9 かるかる 2015.August

障

2015 年８月号
表紙イメージ

「咲いて、実り、次へ」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／ 2015.8.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

□休 □Ｐ
□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）
　「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　180台

□℡ □時北九州市立美術館本館戸畑

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

こども文化
パスポート
2015

こども文化
パスポート
2015

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

障

こども文化パスポート2015こども文化パスポート2015 平成27年度「こども文化パスポート事業」（期間：平成27年7月18日～8月31日）

旧大連航路上屋
北九州市立文学館
北九州イノベーションギャラリー
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

門司港レトロ展望室
北九州市立美術館　本館／分館
北九州市立水環境館
北九州市立子どもの館

関門海峡ミュージアム
北九州市立小倉城庭園
小倉城
北九州市立児童文化科学館

出光美術館（門司）
北九州市漫画ミュージアム
北九州市立松本清張記念館
北九州市立いのちのたび博物館

夏休み期間を中心に、文化施設をはじめとする様々な施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポート。
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的としています。北九州市
及びその他の対象地域の学校等に通っている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布します。詳しい内容は、北九州市ホームページにてご確
認ください。

事業参加施設
かるかる 8月号掲載

こども文化パスポートhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/
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■
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
】
９
月
20

日
（
日
）
午
前
11
時
開
演
、
ウ
ェ
ル

と
ば
た
２
階
交
流
広
場
（
戸
畑
区
汐

井
町
）
。
市
民
参
加
に
よ
る
オ
ー
プ

ン
ス
テ
ー
ジ
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
腕

自
慢
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
勝
負
、
街

か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
10
周
年
記
念
ゲ
ス

ト
演
奏
な
ど
。

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
】
９
月
13

日（
日
）午
後
４
時
開
演
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
八
幡
東
ひ
ま
わ
り
の
広
場
（
八

幡
東
区
東
田
）。地
元
で
活
躍
す
る
プ

ロ
が
登
場
。
演
奏
は
ブ
リ
ラ
ン
テ
・

サ
ク
ソ
ホ
ン
。
曲
目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
「
軍
隊
行
進
曲
」、メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン「
結
婚
行
進
曲
」な
ど
。
10
月
11

日
（
日
）
正
午
と
午
後
３
時
開
演
、

小
倉
井
筒
屋
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（
小
倉

北
区
船
場
町
）
。
演
奏
は
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
「
未
完
成
交
響
曲
」
な
ど
。

※

各
日
各
公
演
と
も
入
場
料
、
無
料
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会 

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
芥
川
賞
受
賞
作
家
　楊
逸
講
演
会

９
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
開
場
、

同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

２
０
０
７
年
『
ワ
ン
ち
ゃ
ん
』
で
文

学
界
新
人
賞
を
受
賞
。
08
年
に
は
日

本
語
以
外
の
言
語
を
母
語
と
す
る
作

家
と
し
て
初
め
て
『
時
が
滲
む
朝
』

で
芥
川
賞
（
第
１
３
９
回
）
を
受
賞
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
１
０
０
０
円
。

聞
き
手
は
郷
土
史
家
の
菊
池
満
。
ま

た
、
同
１
時
30
分
か
ら
二
胡
奏
者
の

帯
金
真
理
子
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
フ
レ
ア
ー
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

９
月
11
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）
。
躍
動
の
ロ
マ
音
楽

と
魂
の
旋
律
、
フ
レ
ア
ー
ク
・
グ
ロ

ー
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
Ａ
席
６
０
０
０
円
、
Ｂ
席

５
５
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ―

Ｏ
Ｎ
北
九
州

０
９
３
（
８
８
４
）
１
８
３
３

■
三
響
の
調
和

９
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
出
演
は
、

フ
ル
ー
ト
榎
本
裕
子
、
チ
ェ
ロ
関
原

弘
二
、
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
早
川

恵
美
。
今
回
は
響
ホ
ー
ル
に
３
人
で

出
演
す
る
ぜ
い
た
く
な
企
画
。
全
席

自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
５
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０

円
増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

三
響
の
調
和
実
行
委
員
会

０
８
０
（
２
６
９
７
）
２
８
７
４

　
昔
の
生
徒
に
会
い
ま
し
た
。
10
年

ぶ
り
で
し
た
が
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、

お
母
様
と
共
に
「
先
生
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
る
の
で
す
。
当
時
は
ご

く
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
感
謝
し
て

も
い
な
か
っ
た
け
ど
、
引
っ
越
し
て

先
生
と
離
れ
て
、
初
め
て
そ
の
こ
と

が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
何
も
感
謝
さ
れ
る

よ
う
な
特
別
な
こ
と
は
し
て
な
い
つ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

昨年コンサートの様子

『フレアーク・グローバルオーケストラ』チラシ『三響の調和』チラシ

も
り
で
す
が
、
そ
ん
な
う
れ
し
い
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
「
そ
れ
が
当
た

り
前
、
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
生
徒

さ
ん
に
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
、

ち
ゃ
ん
と
言
わ
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
」

と
も
。

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

の
指
導
者
井
村
雅
代
さ
ん
が
、
指
揮

者
の
広
上
淳
一
さ
ん
と
の
テ
レ
ビ
対

談
で
、
「
今
の
子
ど
も
は
恩
を
着
せ

な
い
と
ダ
メ
。
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し

い
指
導
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
か
そ

れ
を
分
か
ら
せ
な
き
ゃ
。
当
た
り
前

と
思
う
と
逆
に
成
長
し
な
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
に
富
む
話
で
す
。

恩
を
着
せ
て
感
謝
さ
れ
る
な
ん
て
照

れ
く
さ
く
て
で
き
ま
せ
ん
が
、
〝
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〞
と
い
う
言

葉
を
頂
く
か
わ
り
に
、
こ
う
し
て
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
は
め
っ
た
に
得
ら
れ

な
い
ほ
ど
〝
有
り
難
い
〞
こ
と
な
の

だ
、
そ
し
て
、
あ
な
た
を
大
事
に
育

て
て
い
る
、
そ
の
た
め
に
手
を
尽
く

し
て
頑
張
っ
て
い
る
、
そ
う
伝
え
る
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
に
自
分
も
努
力
す

る
。
う
ん
、
そ
れ
な
ら
私
に
も
で
き

る
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

感
謝
と
い
う
頂
き
物

ヤ
ン
イ
ー

に
じ

お
び
か
ね
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絵
本
作
家
の
荒
井
良
二
は
、
常
に

新
し
い
こ
と
を
考
え
、
自
由
な
発
想

で
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
で
も

あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
、
そ
の
荒
井

良
二
の
魅
力
を
実
際
に
感
じ
て
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
７
月
18
日
、

19
日
の
２
日
間
「
荒
井
良
二 

ス
キ

マ
の
国
の
美
術
館
」
の
開
幕
を
記
念

し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

本
誌
を
読
ん
で
い
る
こ
ろ
に
は
終
了

し
て
い
ま
す
が
、
荒
井
良
二
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
少
し
お
話
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
荒
井
良
二
は
様
々
な
場

所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
「
金
津
創
作
の
森
」
で
は
、

森
を
絵
に
見
た
て
額
縁
を
作
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
（
写

真
１
・
２
参
照
）

　
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
「A

ra
i

　R
y

o
ji 

C
om

ics

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
漫
画

を
意
識
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
荒
井
良
二
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

自
由
な
発
想
を
生
み
出
す
空
間
を
創

り
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
他
、
当
展
覧
会
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
会
期
中
毎
週
水
曜
日
（
全

６
日
）
午
後
１
時
か
ら
と
同
３
時
か

ら
、
荒
井
良
二
作
品
を
中
心
と
し
た

「
絵
本
よ
み
き
か
せ
」
を
行
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
予
定
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
展
覧
会
の
特
徴
は
、
荒
井

良
二
と
い
う
作
家
の
初
期
作
品
か
ら

こ
れ
ま
で
の
画
業
を
一
度
に
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
絵
本
で
見
る

作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
原
画
を
目
の
前

で
見
る
と
、
そ
の
絵
の
奥
深
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
荒
井
良
二
は
、
型
破
り
な
絵
本
作

家
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
文
庫
に
『
ぼ
く
の
絵
本
じ
ゃ
あ

に
ぃ
』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
本
を
見
て
い
く
と
、
子
ど
も
の
よ

う
に
自
由
に
考
え
、
描
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
考
え
方

や
、
作
画
の
工
程
な
ど
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
絵
本
作
家
と
い
う

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
を
広
げ
て

い
こ
う
と
す
る
姿
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
な

ど
を
通
じ
、
荒
井
良
二
の
頭
の
中
に

あ
る
「
絵
本
の
地
図
」
の
作
り
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
構
成
は
綿

密
に
、
描
く
と
き
は
自
由
な
発
想
で
。

そ
の
メ
リ
ハ
リ
こ
そ
が
、
荒
井
良
二

作
品
の
特
徴
と
も
い
え
ま
す
。

　
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、

荒
井
良
二

　

　
　ス
キ
マ
の
国
の
美
術
館

漫画
hiroba

「たいようオルガン」 Ⓒ2007 Ryoji Arai『たいようオルガン』 Ⓒ2007 Ryoji Arai

写真1 「金津創作の森」でのワークショップの様子

東
日
本
大
震
災
な
ど
。
荒
井
良
二
の

作
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
か
ら

受
け
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
描
か
れ
た
作
品
は
、
見

る
側
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
絵
を
見
て
感
じ
る
作
品
も
あ
れ
ば
、

文
字
を
読
ん
で
理
解
す
る
作
品
も
あ

り
、
漫
画
的
な
作
品
も
あ
る
。
荒
井

良
二
と
い
う
人
が
描
き
出
す
世
界
は
、

無
限
大
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
原
画
を
通
じ
て
生
み
出
さ

れ
る
世
界
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

郷　田　和　代
北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Kazuyo Goda

【入館料】
一般600円　中・高生300円　小学生150円

【常設展とのセット券】
一般800円　中・高生400円　小学生200円
※特別展のためこども文化パスポート対象外。

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

【開催期間】7月18日（土）～8月31日（月）
【開館時間】午前11時～午後8時
（入館は午後7時30分まで）
【休館日】会期中無休

荒井良二 スキマの国の美術館
Information

写真2 「金津創作の森」でのワークショップの様子

『ぼくの絵本じゃあにぃ』
ＮＨＫ出版刊

※

福
井
県
あ
わ
ら
市
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
。さ
ま
ざ
ま
な

　

　分
野
で
活
躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、自
然
豊
か

　

　な｢

森｣

と
と
も
に
生
活
を
営
み
、創
作
活
動
を
行
な

　

　っ
て
い
る
。

か
な
づ

7 CulCul  2015. August

　
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物

館
で
は
こ
の
夏
、
「
ス
ペ
イ
ン 

奇

跡
の
恐
竜
た
ち
」
が
特
別
展
と
し
て

７
月
11
日（
土
）
か
ら
９
月
23
日

（
水
・
祝
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
恐
竜
化
石
は
世
界
中
か
ら
見
つ
か

っ
て
い
て
、
有
名
な
産
地
と
言
え
ば

南
北
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
は
す
ぐ
に
思
い
付
か
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
イ

ギ
リ
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
は
比
較
的

な
じ
み
の
あ
る
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
実
は
ス
ペ

イ
ン
も
世
界
有
数
の
恐
竜
化
石
産
地

で
、
こ
れ
ま
で
に
18
種
も
の
新
属
新

種
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

ス
ペ
イ
ン
の
恐
竜
化
石
の
二
大
産
地

が
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
＝
ラ
・
マ
ン

チ
ャ
州
に
あ
る
ラ
ス
・
オ
ヤ
ス
と
ロ

・
ウ
エ
コ
と
い
う
場
所
で
す
。
カ
ス

テ
ィ
ー
リ
ャ
＝
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
州
は

自
分
を
騎
士
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
愛
馬
ロ
シ
ナ
ン

テ
に
跨
り
、
従
者
サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン

サ
と
旅
を
す
る
世
界
的
な
文
学
作
品

『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
舞
台
で
も

あ
り
ま
す
。

　
ラ
ス
・
オ
ヤ
ス
に
は
約
１
億
２
５

０
０
万
年
前
の
白
亜
紀
前
期
の
地
層

が
分
布
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
全

長
約
６
メ
ー
ト
ル
の
肉
食
恐
竜
コ
ン

カ
ベ
ナ
ト
ー
ル
の
他
、
図
鑑
な
ど
で

は
「
ダ
チ
ョ
ウ
恐
竜
」
と
紹
介
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
オ
ル
ニ
ト
ミ
モ
サ
ウ

ル
ス
類
の
仲
間
で
ペ
レ
カ
ニ
ミ
ム
ス

や
、
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
類
の
マ
ン
テ
リ

サ
ウ
ル
ス
な
ど
の
恐
竜
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
展
示
標
本
の
一
つ
で
あ

る
コ
ン
カ
ベ
ナ
ト
ー
ル
は
腰
付
近
の

骨
が
上
に
長
く
伸
び
て
い
る
特
徴
を

持
ち
、
「
こ
ぶ
」
の
よ
う
な
独
特
の

外
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
カ

ベ
ナ
ト
ー
ル
の
実
物
化
石
は
日
本
初

公
開
で
、
ほ
ぼ
全
身
が
残
っ
て
い
る

化
石
に
は
後
ろ
足
の
「
肉
球
」
の
痕

な
ど
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
必
見
の

化
石
と
言
え
ま
す
。
コ
ン
カ
ベ
ナ
ト

ー
ル
は
実
物
化
石
、
そ
れ
か
ら
復
元

し
た
全
身
骨
格
、
生
き
て
い
た
姿
を

復
元
し
た
生
体
復
元
と
三
つ
合
わ
せ

て
展
示
し
、
化
石
か
ら
復
元
ま
で
を

比
べ
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ペ
レ
カ
ニ
ミ
ム
ス
も
実
物
化

石
を
展
示
し
ま
す
。
「
奇
跡
的
」
と

も
言
え
る
保
存
状
態
で
、「
の
ど
袋
」

の
よ
う
な
痕
や
ト
サ
カ
の
よ
う
な
痕

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
種
の

恐
竜
だ
け
で
な
く
、
ラ
ス
・
オ
ヤ
ス

か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
鳥
類
、
ワ
ニ
、

カ
メ
、
魚
類
、
節
足
動
物
、
植
物
な

ど
の
多
様
な
生
物
の
と
て
も
保
存
の

良
い
実
物
化
石
も
合
わ
せ
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
化
石
産
地
ロ
・
ウ
エ

スペイン 奇跡の恐竜たち
大　橋 　 智　之 Tomoyuki Ohashi北九州市立いのちのたび博物館 学芸員

コ
に
は
約
７
０
０
０
万
年
前
の
白
亜

紀
後
期
の
地
層
が
分
布
し
て
お
り
、

全
長
約
16
メ
ー
ト
ル
の
竜
脚
類
テ
ィ

タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
や
鳥
脚
類
恐
竜
ラ

ブ
ド
ド
ン
、
獣
脚
類
恐
竜
ド
ロ
マ
エ

オ
サ
ウ
ル
ス
類
の
他
、
ワ
ニ
、
カ
メ
、

ト
カ
ゲ
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
テ
ィ
タ

ノ
サ
ウ
ル
ス
類
に
は
「
皮
骨
」
と
い

う
皮
膚
の
中
で
作
ら
れ
る
骨
が
付
い

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
「
皮
骨
」

を
持
つ
他
の
恐
竜
や
現
在
生
き
て
い

る
動
物
も
比
較
で
き
る
よ
う
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
物
の
機
能
や
形
態
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
は
、
見
逃
す
と
今

後
見
る
こ
と
が
難
し
い
ス
ペ
イ
ン
の

恐
竜
の
実
物
化
石
を
ご
覧
い
た
だ
く

め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
。
恐
竜
や

化
石
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

スペイン 奇跡の恐竜たち
【会期】７月11日（土）～９月23日（水・祝）※会期中無休
【開館時間】午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）
【入場料】大人900円（720円）　高大生600円（480円）　
小中生400円（320円）　（　）内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせ
ください。
※こども文化パスポート適用あり（常設展のみ適用）。

【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093（681）1011　http://www.kmnh.jp/

日本初公開の
コンカベナトール実物化石 コンカベナトール生体復元

コンカベナトール
全身骨格

1億2500万年前のラス・オヤスの様子

Information

ち
ょ
う
き
ゃ
く
る
い

じ
ゅ
う
き
ゃ
く
る
い

ひ
こ
つ

ま
た
が
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絵
本
作
家
の
荒
井
良
二
は
、
常
に

新
し
い
こ
と
を
考
え
、
自
由
な
発
想

で
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
で
も

あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
、
そ
の
荒
井

良
二
の
魅
力
を
実
際
に
感
じ
て
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
７
月
18
日
、

19
日
の
２
日
間
「
荒
井
良
二 

ス
キ

マ
の
国
の
美
術
館
」
の
開
幕
を
記
念

し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

本
誌
を
読
ん
で
い
る
こ
ろ
に
は
終
了

し
て
い
ま
す
が
、
荒
井
良
二
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
少
し
お
話
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
荒
井
良
二
は
様
々
な
場

所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
「
金
津
創
作
の
森
」
で
は
、

森
を
絵
に
見
た
て
額
縁
を
作
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
（
写

真
１
・
２
参
照
）

　
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
「A

ra
i

　R
y

o
ji 

C
om

ics

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
漫
画

を
意
識
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
荒
井
良
二
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

自
由
な
発
想
を
生
み
出
す
空
間
を
創

り
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
他
、
当
展
覧
会
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
会
期
中
毎
週
水
曜
日
（
全

６
日
）
午
後
１
時
か
ら
と
同
３
時
か

ら
、
荒
井
良
二
作
品
を
中
心
と
し
た

「
絵
本
よ
み
き
か
せ
」
を
行
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
予
定
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
展
覧
会
の
特
徴
は
、
荒
井

良
二
と
い
う
作
家
の
初
期
作
品
か
ら

こ
れ
ま
で
の
画
業
を
一
度
に
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
絵
本
で
見
る

作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
原
画
を
目
の
前

で
見
る
と
、
そ
の
絵
の
奥
深
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
荒
井
良
二
は
、
型
破
り
な
絵
本
作

家
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
文
庫
に
『
ぼ
く
の
絵
本
じ
ゃ
あ

に
ぃ
』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
本
を
見
て
い
く
と
、
子
ど
も
の
よ

う
に
自
由
に
考
え
、
描
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
考
え
方

や
、
作
画
の
工
程
な
ど
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
絵
本
作
家
と
い
う

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
を
広
げ
て

い
こ
う
と
す
る
姿
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
な

ど
を
通
じ
、
荒
井
良
二
の
頭
の
中
に

あ
る
「
絵
本
の
地
図
」
の
作
り
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
構
成
は
綿

密
に
、
描
く
と
き
は
自
由
な
発
想
で
。

そ
の
メ
リ
ハ
リ
こ
そ
が
、
荒
井
良
二

作
品
の
特
徴
と
も
い
え
ま
す
。

　
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、

荒
井
良
二

　

　
　ス
キ
マ
の
国
の
美
術
館

漫画
hiroba

「たいようオルガン」 Ⓒ2007 Ryoji Arai『たいようオルガン』 Ⓒ2007 Ryoji Arai

写真1 「金津創作の森」でのワークショップの様子

東
日
本
大
震
災
な
ど
。
荒
井
良
二
の

作
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
か
ら

受
け
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
描
か
れ
た
作
品
は
、
見

る
側
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
絵
を
見
て
感
じ
る
作
品
も
あ
れ
ば
、

文
字
を
読
ん
で
理
解
す
る
作
品
も
あ

り
、
漫
画
的
な
作
品
も
あ
る
。
荒
井

良
二
と
い
う
人
が
描
き
出
す
世
界
は
、

無
限
大
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
原
画
を
通
じ
て
生
み
出
さ

れ
る
世
界
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

郷　田　和　代
北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Kazuyo Goda

【入館料】
一般600円　中・高生300円　小学生150円

【常設展とのセット券】
一般800円　中・高生400円　小学生200円
※特別展のためこども文化パスポート対象外。

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

【開催期間】7月18日（土）～8月31日（月）
【開館時間】午前11時～午後8時
（入館は午後7時30分まで）
【休館日】会期中無休

荒井良二 スキマの国の美術館
Information

写真2 「金津創作の森」でのワークショップの様子

『ぼくの絵本じゃあにぃ』
ＮＨＫ出版刊

※

福
井
県
あ
わ
ら
市
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
。さ
ま
ざ
ま
な

　

　分
野
で
活
躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、自
然
豊
か

　

　な｢

森｣

と
と
も
に
生
活
を
営
み
、創
作
活
動
を
行
な

　

　っ
て
い
る
。

か
な
づ
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R・ジョン・ライト作　「Peter Rabbit and Benjamin Bunny」(2000)

松川二郎「お伽小説　悪戯な小兎」
　　  （「日本農業雑誌」収録　1906）大東文化大学所蔵

お母さんうさぎから注意をうけるピーター

　
文
学
館
で
は
７
月
18
日
よ
り
「『
ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』―

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
の
世
界―

」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
先
月

よ
り
も
う
少
し
詳
し
く
、
展
覧
会
の

内
容
と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

本
展
は
六
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
魅
力
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
１
で
は
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
の
作
者
、
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ

ー
の
生
涯
を
、
資
料
と
映
像
で
紹
介

し
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
が
生

ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
絵
手
紙

（
レ
プ
リ
カ
）
や
、
初
版
の
濃
緑
色

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
続
く
ゾ
ー
ン
２
で
は
、
ポ
タ
ー
が

暮
ら
し
、
た
く
さ
ん
の
物
語
を
描
い

た
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
故
郷
、
イ

ギ
リ
ス
の
湖
水
地
方
を
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
、
グ
ッ
ズ
、
人
形
、

映
像
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
見
ど

こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ー
ル
作
家
、

Ｒ
・
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ト
の
人
形
で
す
。

Ｒ
・
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ト
は
自
ら
の
工

房
を
持
ち
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
や
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ド
ー
ル
を
手
が
け
て
多
く
の

賞
を
受
賞
、
現
代
を
代
表
す
る
ド
ー

ル
作
家
の
一
人
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
し
て
い
る
、
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ニ
ー

も
そ
の
可
愛
さ
が
見
る
人
の
心
を
く

す
ぐ
り
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
３
で
は
主
に
書
籍
が
中
心

の
展
示
と
な
り
ま
す
。
初
期
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
や
出
版
百
周
年
を
記
念

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
展
示
し
な

が
ら
、
年
表
に
こ
れ
ま
で
の
出
版
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ゾ
ー
ン
４
で
は
「
海
賊
版
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
権
利
元
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ン
社
が
ア
メ
リ

カ
で
の
権
利
申
請
を
失
念
し
た
た
め
、

多
く
の
海
賊
版
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

物
語
は
原
作
に
沿
っ
て
い
る
も
の
の
、

絵
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
や
パ
ロ
デ

ィ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
海
賊
版
」
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
５
で
は
、
か
つ
て
日
本
で

紹
介
さ
れ
た
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を

取
り
上
げ
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は
先
月

号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
本
展
監
修

者
の
大
東
文
化
大
学
教
授
の
河
野
芳

英
さ
ん
ら
が
発
見
し
た
「
日
本
農
業

雑
誌
」
掲
載
の
「
お
伽
小
説
　
悪
戯

な
小
兎
」
で
す
。
著
作
権
の
意
識
の

薄
か
っ
た
時
代
、
こ
れ
も
い
わ
ば

「
海
賊
版
」
で
す
が
１
０
０
年
以
上

前
の
明
治
時
代
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
刊

行
か
ら
わ
ず
か
４
年
後
に
日
本
で
翻

訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
非
常
な
驚
き

で
す
。
　

　
ま
た
ゾ
ー
ン
６
で
は
今
回
、
資
料

を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
大
東
文
化
大

学
の
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
資
料

館
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
内
に
は
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト

グ
ッ
ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
可
愛
ら
し
い
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
と
、
そ
の
仲
間
た
ち
の
グ

ッ
ズ
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
暑
い
夏
の
一
日
、
文
学
館
で
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
可
愛
ら
し
さ
に
癒

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北
九
州
市
立
文
学
館
　
第
20
回
特
別
企
画
展

『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』

     ―

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
の
世
界―

２

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

Information
『ピーターラビットのおはなし』
―ビアトリクス・ポターの世界―
【開催期間】7月18日（土）～9月6日（日）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（最終入館は午後５時30分まで）　
【観覧料】大人500円　中高生200円　
小学生100円　
※こども文化パスポート適用あり。
【お問合せ】
北九州市立文学館
093（571）1505

い
た
ず
ら

と
ぎ

※

８
０
０
０
部
発
行
さ
れ
た
う
ち
、６
０
０
０
部
が

　
濃
茶
色
、濃
緑
色
の
厚
紙
装
版
、残
り
の
２
０
０
０
部
が

　
黄
色
、緑
色
の
布
装
丁
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
。

5 CulCul  

美術
hiroba 清　田　幸　枝

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Yukie Kiyota

　
北
九
州
芸
術
劇
場
と
北
九
州
市
立

美
術
館
に
よ
る
演
劇
公
演
『
画
狂
老

人
＠
北
斎
』
（
作
・
演
出
：
泊
篤
志

／
飛
ぶ
劇
場
）
が
５
月
14
日
〜
17
日

に
北
九
州
市
立
美
術
館
分
館
で
上
演

さ
れ
ま
し
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る
作

品
か
ら
１
点
を
選
び
、
作
品
や
作
家

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
基
に
演

劇
作
品
を
創
作
す
る
と
い
う
こ
の
企

画
。
上
演
は
展
示
室
内
で
行
わ
れ
、

観
賞
後
は
学
芸
員
の
解
説
と
共
に
主

題
と
な
っ
た
作
品
を
鑑
賞
す
る
一
風

変
わ
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
第
１
弾

は
、
印
象
派
の
代
表
的
な
画
家
、
エ

ド
ガ
ー
・
ド
ガ
《
マ
ネ
と
マ
ネ
婦
人

像
》
を
題
材
に
し
た『
切
り
裂
か
れ
た

キ
ャ
ン
バ
ス
』（
２
０
１
３
年
）を
。

第
２
弾
で
は
、
ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
・

バ
ス
キ
ア
《
消
防
士
》
を
題
材
に
し

た
『
モ
テ
た
い
売
れ
た
い
僕
ら
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
』
（
２
０
１
４
年
）
を
上

演
し
、
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

続
く
第
３
弾
と
な
る
今
回
は
、
江
戸

時
代
の
浮
世
絵
師
、
葛
飾
北
斎
《
冨

獄
三
十
六
景
　
神
奈
川
沖
浪
裏
》
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
舞
台
は
現
代
。
主
人
公
の
川
村
鉄

蔵
は
、
編
集
長
に
「
北
斎
の
生
ま
れ

変
わ
り
か
も
し
れ
な
い
」
と
才
能
を

見
出
さ
れ
20
代
で
マ
ン
ガ
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
す
る
も
、
そ
の
後
は
鳴
か

ず
飛
ば
ず
。
北
斎
に
憧
れ
、
北
斎
の

ご
と
く
画
業
一
筋
に
生
き
た
マ
ン
ガ

家
は
、
50
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
と
き

に
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で

の
成
功
を
収
め
ま
す
。

　
「
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
。
神

の
領
域
ま
で
」

　
執
念
と
も
い
え
る
主
人
公
の
姿
は
、

自
ら
を
「
画
狂
老
人
」
と
名
乗
り
、

常
に
作
画
へ
の
情
熱
を
燃
や
し
続
け

た
北
斎
と
重
な
る
よ
う
に
描
か
れ
ま

し
た
。

　
か
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と

す
る
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
影
響
を

与
え
た
浮
世
絵
と
、「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」

と
し
て
海
外
に
人
気
を
誇
る
日
本
の

漫
画
。
二
つ
の
文
化
が
「
北
斎
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
一
つ
の

物
語
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

北
斎
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
知
ら
な
い
、

作
品
は
見
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
よ

く
分
か
ら
な
い‥

‥

と
い
う
方
も
、

「
演
劇
」
の
手
法
を
通
し
て
一
人
の

作
家
の
人
物
像
や
時
代
背
景
に
触
れ

る
こ
と
で
、
ま
た
違
っ
た
見
え
方
が

で
き
る
の
も
こ
の
コ
ラ
ボ
公
演
の
魅

力
の
一
つ
で
す
。

　
劇
場
と
美
術
館
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
企
画
も
３
年
目
と
な
り
、「
毎
年

こ
の
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
い
う
声
を
多
く
頂
い
て
い
ま
す
。

「
演
劇
に
は
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
美

術
館
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
「
演

劇
を
観
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
の
魅
力
を
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。
劇
場
と
美
術
館
な

ら
で
は
の
こ
の
企
画
。
今
後
も
ぜ
ひ

注
目
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

美
術
館
で
演
劇×

ア
ー
ト
作
品
を

公演後は題材となった作品を鑑賞

『画狂老人@北斎』より

葛飾北斎《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》1831～34年　当館蔵

作・演出:泊篤志（飛ぶ劇場）　出演:立石義江、木村健二（飛ぶ劇場）、
宮村耳々、葉山太司（飛ぶ劇場）、渡辺明男（バカボンド座） 

ふ

が
く

な
み

み

2015.August
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お母さんうさぎから注意をうけるピーター

　
文
学
館
で
は
７
月
18
日
よ
り
「『
ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』―

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
の
世
界―

」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
先
月

よ
り
も
う
少
し
詳
し
く
、
展
覧
会
の

内
容
と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

本
展
は
六
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
魅
力
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
１
で
は
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
の
作
者
、
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ

ー
の
生
涯
を
、
資
料
と
映
像
で
紹
介

し
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
が
生

ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
絵
手
紙

（
レ
プ
リ
カ
）
や
、
初
版
の
濃
緑
色

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
続
く
ゾ
ー
ン
２
で
は
、
ポ
タ
ー
が

暮
ら
し
、
た
く
さ
ん
の
物
語
を
描
い

た
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
故
郷
、
イ

ギ
リ
ス
の
湖
水
地
方
を
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
、
グ
ッ
ズ
、
人
形
、

映
像
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
見
ど

こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ー
ル
作
家
、

Ｒ
・
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ト
の
人
形
で
す
。

Ｒ
・
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ト
は
自
ら
の
工

房
を
持
ち
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
や
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ド
ー
ル
を
手
が
け
て
多
く
の

賞
を
受
賞
、
現
代
を
代
表
す
る
ド
ー

ル
作
家
の
一
人
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
し
て
い
る
、
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ニ
ー

も
そ
の
可
愛
さ
が
見
る
人
の
心
を
く

す
ぐ
り
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
３
で
は
主
に
書
籍
が
中
心

の
展
示
と
な
り
ま
す
。
初
期
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
や
出
版
百
周
年
を
記
念

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
展
示
し
な

が
ら
、
年
表
に
こ
れ
ま
で
の
出
版
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ゾ
ー
ン
４
で
は
「
海
賊
版
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
権
利
元
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ン
社
が
ア
メ
リ

カ
で
の
権
利
申
請
を
失
念
し
た
た
め
、

多
く
の
海
賊
版
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

物
語
は
原
作
に
沿
っ
て
い
る
も
の
の
、

絵
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
や
パ
ロ
デ

ィ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
海
賊
版
」
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
５
で
は
、
か
つ
て
日
本
で

紹
介
さ
れ
た
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を

取
り
上
げ
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は
先
月

号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
本
展
監
修

者
の
大
東
文
化
大
学
教
授
の
河
野
芳

英
さ
ん
ら
が
発
見
し
た
「
日
本
農
業

雑
誌
」
掲
載
の
「
お
伽
小
説
　
悪
戯

な
小
兎
」
で
す
。
著
作
権
の
意
識
の

薄
か
っ
た
時
代
、
こ
れ
も
い
わ
ば

「
海
賊
版
」
で
す
が
１
０
０
年
以
上

前
の
明
治
時
代
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
刊

行
か
ら
わ
ず
か
４
年
後
に
日
本
で
翻

訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
非
常
な
驚
き

で
す
。
　

　
ま
た
ゾ
ー
ン
６
で
は
今
回
、
資
料

を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
大
東
文
化
大

学
の
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
資
料

館
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
内
に
は
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト

グ
ッ
ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
可
愛
ら
し
い
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
と
、
そ
の
仲
間
た
ち
の
グ

ッ
ズ
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
暑
い
夏
の
一
日
、
文
学
館
で
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
可
愛
ら
し
さ
に
癒

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北
九
州
市
立
文
学
館
　
第
20
回
特
別
企
画
展

『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』

     ―

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
の
世
界―

２

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

Information
『ピーターラビットのおはなし』
―ビアトリクス・ポターの世界―
【開催期間】7月18日（土）～9月6日（日）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（最終入館は午後５時30分まで）　
【観覧料】大人500円　中高生200円　
小学生100円　
※こども文化パスポート適用あり。
【お問合せ】
北九州市立文学館
093（571）1505

い
た
ず
ら

と
ぎ

※

８
０
０
０
部
発
行
さ
れ
た
う
ち
、６
０
０
０
部
が

　
濃
茶
色
、濃
緑
色
の
厚
紙
装
版
、残
り
の
２
０
０
０
部
が

　
黄
色
、緑
色
の
布
装
丁
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
。
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敗
戦
前
後
を
描
い
た
『
遠
い
接
近
』

　
清
張
の
『
遠
い
接
近
』
が
、
新
装

版
と
な
っ
て
昨
年
か
ら
書
店
に
並
ん

で
い
ま
す
。

　
約
千
編
に
も
及
ぶ
清
張
作
品
の
う

ち
、
戦
争
体
験
を
小
説
化
し
た
も
の

は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
本
作
は
、
山
尾
信
治
と

い
う
主
人
公
の
、
戦
前
か
ら
戦
後
の

７
年
間
を
じ
っ
く
り
描
い
た
長
編
と

あ
っ
て
異
色
の
一
作
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　
山
尾
は
、
印
刷
画
工
と
し
て
自
営

し
一
家
７
人
を
養
う
の
に
必
死
で
し

た
。
そ
ん
な
彼
に
も
召
集
令
状
が
届

き
朝
鮮
半
島
に
出
征
し
ま
す
。
軍
隊

で
経
験
す
る
新
た
な
秩
序
、
内
務
班

で
の
私
的
制
裁
、
そ
こ
で
上
手
に
生

き
延
び
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
が
、

何
よ
り
も
山
尾
の
脳
裡
を
占
め
て
い

た
も
の
は
、
日
本
に
置
い
て
き
た
家

族
へ
の
責
任
で
し
た
。
し
か
し
、
敗

戦
後
や
っ
と
の
思
い
で
帰
還
し
た
山

尾
は
、
大
き
な
喪
失
を
味
わ
い
ま
す
。

誘
わ
れ
る
ま
ま
ヤ
ミ
屋
を
手
伝
う
な

か
で
、
戦
後
の
混
乱
に
乗
じ
て
暗
躍

す
る
元
軍
人
や
、
戦
前
か
ら
す
る
と

手
の
ひ
ら
返
し
の
態
度
で
発
言
す
る

役
人
ら
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

「
清
張
と
戦
争
」

　
８
月
開
催
の
戦
後
70
年
特
別
企
画

展
「
清
張
と
戦
争
」
で
は
、
清
張
が

体
験
し
た
戦
争
、
描
い
た
戦
争
に
加

え
、
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
も

は
や
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
戦
争
」

当
時
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
例
え
ば
『
遠
い
接
近
』
に
山
尾
の

次
の
よ
う
な
台
詞
が
あ
り
ま
す
。
徴

兵
を
心
配
す
る
妻
に
〈
大
丈
夫
だ
。

な
に
し
ろ
、
お
れ
は
第
二
乙
種
だ
か

ら
な
。
第
二
乙
種
と
い
う
と
丙
種
と

同
じ
だ
。
そ
れ
に
、
お
れ
は
も
う
三

十
二
だ
。
そ
う
い
う
の
を
兵
隊
に
と

る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
日
本
も
お
し

ま
い
だ
よ
。
〉
こ
の
言
葉
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
徴
兵
検
査
の
仕
組
み
と
、

戦
況
と
と
も
に
推
移
し
て
い
っ
た
召

集
の
様
子
を
知
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
70
年
も
の
年
月
は
、「
戦
争
」

と
い
う
特
殊
な
状
況
を
伝
え
る
こ
と

を
、
ま
す
ま
す
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

読
み
継
が
れ
る
戦
争
体
験
と
記
憶

　
ま
た
清
張
は
、
戦
場
で
の
死
を
嫌

い
家
族
を
恋
う
兵
士
の
姿
（
「
厭

戦
」
）
や
、
敗
戦
に
伴
う
米
軍
派
遣

に
備
え
慰
安
婦
を
選
出
す
る
軍
人
と

女
性
の
心
理
を
描
く（「
赤
い
く
じ
」）

な
ど
、
時
代
の
圧
倒
的
な
勢
い
に
踏

み
潰
さ
れ
た
さ
さ
や
か
な
存
在
を
掬

い
上
げ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
軍
事

も
含
め
近
代
日
本
の
成
り
立
ち
に
目

を
向
け
た
作
品
（
「
夏
島
」
「
象
徴

の
設
計
」
「
史
観
宰
相
論
」
）
も
あ

り
ま
す
。

　
本
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
背
景

に
あ
る
史
実
や
史
料
、
清
張
の
考
証

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
、

分
か
り
や
す
く
、
取
り
上
げ
る
予
定

で
す
。

　
本
展
が
、
清
張
作
品
を
通
し
て
戦

争
に
つ
い
て
考
え
、
語
り
継
ぐ
契
機

と
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

28

柳　原　暁　子専門学芸員 Akiko Yanagihara

――読み継がれる体験と記憶――「清張と戦争」
戦後70年特別企画展　

戦後70年特別企画展
「清張と戦争」
【開催期間】
8月1日（土）～12月23日（水・祝）※会期中無休
【開館時間】
午前９時３０分～午後６時
（午後５時30分までに入館）
【観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円
※こども文化パスポート適用あり。
【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館
093（582）2761

Information

松本清張『遠い接近』文春文庫

「回想的自叙伝」―朝鮮での風景　清張直筆原稿

特別企画展チラシ

の
う
り

す
く

せ
り
ふ

北九州市立松本清張記念館

3 CulCul  2015.August

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

外
か
ら
の
風

　
先
月
号
で
、
「
枝
光
本
町
商
店
街

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
」
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
、
そ
の
〝
こ
け
ら

お
と
し
〞
と
な
る
「
演
劇
作
業
室
紅

生
姜
」
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」
の
公

演
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
月
は
、
こ
の
２
劇
団
に
続
い

て
上
演
さ
れ
た
、
さ
ら
に
興
味
深
い

作
品
を
紹
介
し
た
い
。

　
「village80%

」
の
『
彼
女
に

つ
い
て
わ
た
し
た
ち
が
知
っ
て
い
る

い
く
つ
か
の
こ
と
。
』
（
テ
キ
ス
ト

構
成
・
演
出
：
高
山
力
造
／
６
月
27

日
・
28
日
）
だ
。

　
こ
の
公
演
に
は
注
目
し
た
い
点
が

二
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、
も
と
も
と
福
岡
市
を
拠

点
と
し
て
い
た
「village80%

」

が
こ
の
拠
点
を
北
九
州
に
移
し
た
最

初
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

福
岡
市
や
そ
の
近
郊
の
演
劇
人
が
北

九
州
で
演
劇
活
動
を
行
う
の
は
、
最

近
で
は
珍
し
く
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
〝
劇
団
丸
ご
と
〞
移
っ
て

く
る
ケ
ー
ス
は
初
め
て
と
言
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
劇
団

は
２
０
０
４
年
結
成
。
10
年
近
く
育

ん
で
き
た
観
客
と
の
関
係
や
、
使
い

慣
れ
た
劇
場
な
ど
を
離
れ
る
の
は
か

な
り
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

　
二
つ
目
は
キ
ャ
ス
ト
だ
。
「
超
人

気
族
」
の
橋
本
隆
佑
、
「
飛
ぶ
劇

場
』
の
中
川
裕
可
里
、
太
田
克
宜
な

ど
、
北
九
州
で
人
気
の
劇
団
か
ら
の

客
演
陣
が
目
を
引
く
が
、
個
人
的
に

注
目
し
た
い
の
が
「N

om
ad

」
の

鈴
木
春
弥
だ
。

　
こ
の
「N

om
ad

」
は
「
演
劇
ユ

ニ
ッ
ト 

永
久
磁
石
」
が
２
０
１
４

年
に
改
名
し
た
も
の
。
私
は
、
同
年

３
月
に
行
わ
れ
た
「
ふ
く
お
か
学
演

祭
２
０
１
４
」
参
加
作
『
或
る
棋
士

の
肖
像
』（
作
：
工
藤
菜
香
／
演
出
：

鈴
木
春
弥
）
を
観
た
こ
と
が
あ
る
。

わ
ず
か
数
十
分
の
一
人
芝
居
だ
っ
た

が
、
と
に
か
く
〝
セ
ン
ス
の
良
い
〞

若
手
が
現
れ
た
と
興
奮
を
禁
じ
得
な

か
っ
た
。

　
「village80%

」
が
北
九
州
で

創
作
創
造
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
、

さ
ら
な
る
新
た
な
動
き
を
生
み
出
す

の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
期
待
を
持

っ
て
、
今
後
の
動
き
を
見
守
り
た
い
。

　
さ
て
、
演
劇
界
に
、
な
に
や
ら
新

し
い
出
来
事
が
た
く
さ
ん
起
こ
っ
た

こ
の
夏
、
海
外
か
ら
の
風
も
吹
い
て

き
た
。
北
九
州
芸
術
劇
場
が
、
こ
こ

数
年
、
沖
縄
の
「
国
際
児
童
青
少
年

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
お
き
な
わ
」
と
提

携
し
て
、
未
就
学
児
で
も
楽
し
め
る

作
品
を
上
演
し
て
い
る
。
今
年
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
「
シ
ア
タ
ー
ア
ト
フ
リ
」

に
よ
る
『Pan Satie

（
邦
題
：

サ
テ
ィ
さ
ん
）
』
（
７
月
18
日
・
19

日
／
北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
）
だ
。

　
対
象
は
１
歳
か
ら
。
保
護
者
の
膝

上
で
あ
れ
ば
０
歳
児
で
も
観
覧
で
き

る
。
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
こ
ん
な
乳

幼
児
向
け
の
作
品
が
少
な
い
。
ま
た
、

そ
う
い
っ
た
ふ
れ
こ
み
の
作
品
を
見

に
行
く
と
、
客
席
が
と
ん
で
も
な
く

ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

間
違
っ
て
そ
ん
な
作
品
を
大
人
一
人

で
見
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
「
小

さ
な
子
ど
も
向
け
だ
か
ら
仕
方
な
い

わ
よ
ね
」
と
諦
め
る
し
か
な
い
。

　
そ
ん
な
経
験
を
し
た
人
が
こ
の

『
サ
テ
ィ
さ
ん
』
を
見
た
ら
、
〝
子

ど
も
向
け
〞
と
い
う
言
葉
へ
の
意
識

が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
「
シ
ア
タ
ー
ア
ト
フ
リ
」
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
１
〜
５
歳
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
作
品
創
作
を
行
っ

て
い
る
。
音
楽
と
、
歌
と
、
身
の
回

り
に
あ
る
も
の
が
醸
し
出
す
音
を
使

っ
て
、
見
事
に
子
ど
も
た
ち
の
心
を

ひ
き
つ
け
る
。
彼
ら
の
作
品
が
上
演

さ
れ
る
空
間
に
は
、
飽
き
て
し
ま
っ

て
「
帰
る
〜
」
と
連
呼
す
る
幼
児
は

存
在
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
人
が

観
て
も
し
っ
か
り
楽
し
め
る
ク
オ
リ

テ
ィ
だ
。
私
は
決
し
て
海
外
演
劇
礼

賛
者
で
は
な
い
が
、
児
童
青
少
年
演

劇
の
分
野
で
は
ま
だ
ま
だ
海
外
に
学

ぶ
こ
と
が
多
い
の
は
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。

　
「
外
か
ら
の
風
」
は
心
地
よ
い
。

そ
の
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
足
を
踏
み

し
め
て
、
創
作
創
造
に
臨
ま
ね
ば
、

と
背
筋
を
伸
ば
す
初
夏
で
あ
る
。

み

み

village80%
『彼女についてわたしたちが
知っているいくつかのこと。』チラシ

シアターアトフリ『サティさん』舞台写真
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敗
戦
前
後
を
描
い
た
『
遠
い
接
近
』

　
清
張
の
『
遠
い
接
近
』
が
、
新
装

版
と
な
っ
て
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年
か
ら
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に
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ん

で
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ま
す
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約
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に
も
及
ぶ
清
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品
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、
戦
争
体
験
を
小
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化
し
た
も
の

は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
本
作
は
、
山
尾
信
治
と

い
う
主
人
公
の
、
戦
前
か
ら
戦
後
の

７
年
間
を
じ
っ
く
り
描
い
た
長
編
と

あ
っ
て
異
色
の
一
作
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　
山
尾
は
、
印
刷
画
工
と
し
て
自
営

し
一
家
７
人
を
養
う
の
に
必
死
で
し

た
。
そ
ん
な
彼
に
も
召
集
令
状
が
届

き
朝
鮮
半
島
に
出
征
し
ま
す
。
軍
隊

で
経
験
す
る
新
た
な
秩
序
、
内
務
班

で
の
私
的
制
裁
、
そ
こ
で
上
手
に
生

き
延
び
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
が
、

何
よ
り
も
山
尾
の
脳
裡
を
占
め
て
い

た
も
の
は
、
日
本
に
置
い
て
き
た
家

族
へ
の
責
任
で
し
た
。
し
か
し
、
敗

戦
後
や
っ
と
の
思
い
で
帰
還
し
た
山

尾
は
、
大
き
な
喪
失
を
味
わ
い
ま
す
。

誘
わ
れ
る
ま
ま
ヤ
ミ
屋
を
手
伝
う
な

か
で
、
戦
後
の
混
乱
に
乗
じ
て
暗
躍

す
る
元
軍
人
や
、
戦
前
か
ら
す
る
と

手
の
ひ
ら
返
し
の
態
度
で
発
言
す
る

役
人
ら
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

「
清
張
と
戦
争
」

　
８
月
開
催
の
戦
後
70
年
特
別
企
画

展
「
清
張
と
戦
争
」
で
は
、
清
張
が

体
験
し
た
戦
争
、
描
い
た
戦
争
に
加

え
、
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
も

は
や
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
戦
争
」

当
時
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
例
え
ば
『
遠
い
接
近
』
に
山
尾
の

次
の
よ
う
な
台
詞
が
あ
り
ま
す
。
徴

兵
を
心
配
す
る
妻
に
〈
大
丈
夫
だ
。

な
に
し
ろ
、
お
れ
は
第
二
乙
種
だ
か

ら
な
。
第
二
乙
種
と
い
う
と
丙
種
と

同
じ
だ
。
そ
れ
に
、
お
れ
は
も
う
三

十
二
だ
。
そ
う
い
う
の
を
兵
隊
に
と

る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
日
本
も
お
し

ま
い
だ
よ
。
〉
こ
の
言
葉
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
徴
兵
検
査
の
仕
組
み
と
、

戦
況
と
と
も
に
推
移
し
て
い
っ
た
召

集
の
様
子
を
知
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
70
年
も
の
年
月
は
、「
戦
争
」

と
い
う
特
殊
な
状
況
を
伝
え
る
こ
と

を
、
ま
す
ま
す
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

読
み
継
が
れ
る
戦
争
体
験
と
記
憶

　
ま
た
清
張
は
、
戦
場
で
の
死
を
嫌

い
家
族
を
恋
う
兵
士
の
姿
（
「
厭

戦
」
）
や
、
敗
戦
に
伴
う
米
軍
派
遣

に
備
え
慰
安
婦
を
選
出
す
る
軍
人
と

女
性
の
心
理
を
描
く（「
赤
い
く
じ
」）

な
ど
、
時
代
の
圧
倒
的
な
勢
い
に
踏

み
潰
さ
れ
た
さ
さ
や
か
な
存
在
を
掬

い
上
げ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
軍
事

も
含
め
近
代
日
本
の
成
り
立
ち
に
目

を
向
け
た
作
品
（
「
夏
島
」
「
象
徴

の
設
計
」
「
史
観
宰
相
論
」
）
も
あ

り
ま
す
。

　
本
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
背
景

に
あ
る
史
実
や
史
料
、
清
張
の
考
証

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
、

分
か
り
や
す
く
、
取
り
上
げ
る
予
定

で
す
。

　
本
展
が
、
清
張
作
品
を
通
し
て
戦

争
に
つ
い
て
考
え
、
語
り
継
ぐ
契
機

と
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
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――読み継がれる体験と記憶――「清張と戦争」
戦後70年特別企画展　

戦後70年特別企画展
「清張と戦争」
【開催期間】
8月1日（土）～12月23日（水・祝）※会期中無休
【開館時間】
午前９時３０分～午後６時
（午後５時30分までに入館）
【観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円
※こども文化パスポート適用あり。
【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館
093（582）2761

Information

松本清張『遠い接近』文春文庫

「回想的自叙伝」―朝鮮での風景　清張直筆原稿

特別企画展チラシ

の
う
り

す
く

せ
り
ふ

北九州市立松本清張記念館



特集
北九州市立松本清張記念館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立いのちのたび博物館
音楽｜いろはにぴあの

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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